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「竜爪山九条の会」発会４周年記念の集い

が、３月６日（日）午後１時30分から

リンク西奈で開かれ、42名が参加しました。

はじめに事務局長の五井卓さんが、挨拶をかねて、情勢や

会の状況などについて報告し、続いて本会事務局の一人であ

る北野豊さん（夏目漱石研究家）が、「漱石と憲法九条」と

題して記念講演をおこないました。休憩をはさんで、長田栄

一さんが「平山に疎開していた頃」の体験を語られました。

その後、参加者の感想・発言があり、「九条を守ろう」とい

う替え歌も披露されました。また、松山名物の「坊ちゃん団

子」の差し入れがあり、漱石先生は松山のことをよく言って

いない、云々でひとしきり盛り上がりました。
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講演される北野豊さん↑ 西奈生涯学習センター２階ホール



漱石と言えば、『吾輩は猫である』

『坊ちゃん』『三四郎』といった小説

や、千円札の肖像を思い出す方が多い

でしょう。本日のテーマは「漱石と憲

法第九条」です。漱石が生きたのは、

大日本帝国憲法の時代で、漱石は日本

国憲法ができることなどまったく知ら

なかった。したがって、直接的には、

漱石と日本国憲法はまったく関係ありません。それでは、今

日の話はもう終ってしまうわけですが、今日、私が「漱石と

憲法第九条」というテーマでお話しするのは、もし、漱石が

今、生きていたら、「日本国憲法第九条」を守ろうと、全国

を講演してまわっていたのではないかと、思うからです。漱

石からちょうど百年後を生きる私たちは、漱石の思いを受け

継いでいかなければならないのではないでしょうか。そんな

思いで、今日の講演を引き受けました。これからの話しの中

で、ちょっと違った漱石と、出会っていただければ幸いです。

漱石はデビュー作『吾輩は猫である』以来、多くの作品で

戦争を批判する文章を書いています。『趣味の遺伝』では、

【天下に浩さんの事を思っているものはこの御母さんとこの

御嬢さんばかりであろう。余はこの両人の睦まじき様を目撃

する度に、将軍を見た時よりも、軍曹を見た時よりも、清き

涼しき涙を流す】。『三四郎』では、日露戦争に勝っても日

本は【「亡びるね」】。などなど。
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講演要旨

漱石と憲法第九条
講師 北野 豊



漱石から百年後を生きる私たち、日本国憲法のもとで生き

る私たちは今、漱石から「何を学ぶべき」なのでしょうか。

私は、大きく二つの「学ぶべきこと」があるように思います。

一つは、戦争に正面から向き合い、戦争に正面から反対して

いくことです。黙っていては、『こころ』が問いかけるよう

に、「まさに、他人を批判する何の資格もない人間になって」

しまいます。漱石は、戦争につながることはすべて拒否しま

した。徴兵も、軍事教練も、戦争賛美も、国家的道徳も。こ

うした思想は、日本国憲法、そして第九条の底流にある思想

です。

漱石は、大日本帝国憲法下で、こうした思想を堂々と主張

したのです。もう一つ。学習院における講演『私の個人主義』

において強く語りかけられること、私たち一人一人が、「高

い道徳性」を身につけることに、もっと真剣になるべきだ、

ということです。これは、忘れられがちだけれど、とても重

要です。そして、何より「私自身」の問題です。日本国憲法

があるから、第九条があるから、平和が守られるのではない。

一人一人が、人間として高い道徳性を身につける努力を、つ

ねにおこなっていかなければ、平和を保つことはできない、

ということです。民主主義にもとづく制度があるからといっ

て、人々が平和に安心して暮らせるという保障はない。政治

家も財界の人も含めて、市民一人一人が、人を愛し、尊重す

る、高い個人道徳を身につけてこそ、はじめて平和が実現す

るのです。ここに、平和を実現していく「カギ」が隠されて

いるように思います。

（この講演では、『こころ』に隠されたメッセージを私な

りに解き明かし、また、漱石養父塩原昌之助と静岡との関わ
し お ば ら ま さ の す け

りについてもお話しいたしました。）
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お配りしたレジメでは、塩原昌之助のルビが「しょうのすけ」となっ

ております。正しくは「まさのすけ」です。お詫びして訂正します。
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北野先生のお話大変興

味深かった。70代女性

一見どうつながるかなと思っ

たが、漱石の考え、戦争には一

貫して反対して、特に個人道徳

を重んじる考えは同感しました。

それにしても北野先生は良く調

べてるなあと感心しました。私

も、もう一度読んでみたいと思

いました。以前とまた違った読

み方ができると思います。

長田さんの実体験の話もよかっ

た。体験している話、もっと聞

きたい。伝えて下さい。私たち

も伝えたい。50代男性

講演の
感想

感想を
お書き

頂いた

16名の
皆さま

の全文
です。

講師の北野さん、本当に詳し

く調べられているのに驚きまし

た。漱石は好きでだいたい読み

ました。しかしそういう考え方

で読んだことはありませんでし

た。あの時代、思い切って発言

したとも言えるし用心してぎり

ぎりのところで発言したとも思

えます。漱石はやっぱり秀才だ

と思います。70代

最初チラシを見た時、明治

時代の夏目漱石と憲法9条？？、

と思いましたが、話を聞いて

いて謎が解けました。自分な

りにやれる所からまわりに広

げていきたいと思います。本

日はありがとうございました。

60代男性

漱石といえば今までは

明治の文豪という通り一

返の知識でした。本日講

演を聞いてあまりのユニー

クな解釈に目からウロコ

の思いです。大変勉強に

なりました。60代男性

子供の頃から夏目漱石の小

説には親しんでいましたが、

平和と深いかかわりのある作

家とは思いもよりませんでし

た。改めて漱石の偉大さを知

りました。ありがとうござい

ました。70代

漱石の広い視野で考えるこ

とができそう。もう一度、作

品を読んでみたい。茶菓の接

待、感謝。戦時中の実話、歌

もよかったです。70代女性
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高校時代、そして二十代の

頃、漱石は大好きな作家でし

た。愛読した事もすっかり忘

れ、今日、改めて講演をきい

て、ただ読み流すのではなく

その読み方によって、いろ

いろの発見がある事に感心し

ました。そして、東京のその

土地の楽しみ方、なるほどと

思いました。60代女性

漱石の生きた時代の｢生き方｣

のむずかしさ―運動とのかかわ

りについて考えさせられました。

マスコミの大宣伝の中で、「個」

の主張をもち、貫くことが出来

る状況をどうつくるか。学習が

それを保障するのでしょう。70

代男性

講師(北野さん)の漱石を

めぐる知識の豊富さ、深さ。

文学だけでなく、思想、人

となりまで本当に詳しくて

感心しました。｢漱石の時代

を｣を通して日本の歴史を学

ぶことが出来ました。もう

少しゆっくり話してほしかっ

たです。70代女性

漱石の作品を、改め

て読み返してみようと

思いました。60代女性

「なぜ逮捕されなかった

のか？」の設定がすてきだっ

た。個人主義の寂しさの部

分をもっと話してほしかっ

た。(補聴器を忘れたためよ

く聞き取れなかった。レジ

メに助けられた。)70代男性

講演の感想 アンケートの結果

アンケート回収率38% 16名／42名

①良くわかった 10名

②だいたいわかった ５名

③難しかった １名

北野先生が松島トモ子さん

のファンとの話。漱石先生は

落花生が好きで隠れ食いをし

たという話に、とても親しみ

を覚えました。50代女性

再度、漱石の本を読

みなおしたいと思いま

した。よく熟読してら

して感動しました。60

代女性



私は、「しずおか憲法９条の会」

の事務局で仕事をしながら、「竜

爪山九条の会」が元気に活動され

ていることを知っていました。西

奈小の卒業ですから、機会があれ

ば、お話を聞かせていただきたい

と思っていました。今回初めて参

加させていただくことができ嬉し

い限りです。1933年、昭和８年生

まれの満77歳です。

昭和20年３月末、鷹匠町から平

山へ６人兄弟の長男として母親とともに疎開しました。１年

半ご厄介になりました。庵原郡西奈村立西奈国民学校平山分

教場へ６年生として１年間通いました。

「九条の会」での発言ですから、戦争が生む悲惨さと貧困

について平山の暮らしを通しての発言をしたいと思います。

疎開先は穂積神社の神主さんのお宅の納屋の８畳一室でし

た。神主さんのお宅は、ご子息が遠方で役職につかれ、60過

ぎの老夫婦でした。おばあさんは小利口な孫として私を可愛

がってくれました。月に二度、竜爪山の社に出向き、箱に入っ

た賽銭と「お米」などを小袋に入れて帰ってきました。参拝

者は、平山の社務所で御札やお守りを買い登山、武運長久を

祈りました。

敗戦前は、出征兵士、無事にもどった兵士が何人かの家族

とともに訪れました。人数は少なく、賽銭やお米は少しか、

また、なかったりで社も荒れ放題でした。
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穂積神社に疎開していたころ
長 田 栄 一

↑長田栄一さん

穂積神社について



戦後は、訪ねる人は皆無といっていいくらいでした。

６月19日深夜の静岡大空襲は夜半から火の手があがり、真っ

赤に空をこがしました。山の中段から炎々と燃える静岡を見

て父親がどうなったか、うまく逃げられたかなど家族で震え

ながら夜を明かしました。

５年生のとき、城内小学校で隣の34連隊めがけて米軍の戦

闘機が低空でおそい、パイロットの顔がはっきりと見えた時

の恐怖、７月31日夜の清水への艦砲射撃の轟音、頻繁な米軍

機の来襲は緊張の連続でしたが、疎開先では、幾分和らげた

のは幸せでした。

平山分教場…いまは埋め立てて「火の見やぐら公園」になっ

ているところですが、８月15日、夏の暑い日、全校生徒が

「玉音放送」をききました。戦争が終わったことに子どもた

ちは「ほっと」していました。当時の先生は望月染蔵、望月

ていこ、若い奥田の各先生で２部授業、生徒数は50人くらい

だと思います。

それから旬日しての雨あがり、平山・則沢のやまあいにド

カーンと大きな音が響き、こだましました。「けんじとた‥

き‥が死んだ］とつたえられました。則沢橋の川べりで不発

弾で遊んでいるうちに爆発し、２人が即死、一人が重傷だと

いうことでした。現場には遺骸はすでにありませんでしたが、

欅の木にピンクの肉片が付き、それを同級生がはがし手にと

り、ともに涙しました。

「産めよ増やせよ」のスローガンは、養育は国が責任をも
つのではなく、私の家は、洋品屋を営んでいました。生活は
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空襲の恐怖

親友の不発弾での死亡

貧困の出発点と食糧難



そこそこでした。しかし国が戦争体制をとり、昭和18年企業

整備令で業者が淘汰され商売は続けられなくなりました。

疎開してからは、母親が裁縫ができたことから、平山や則

沢の主婦などから注文を受け、じゃがいも・カボチャなどと

交換していました。７人の子は、タンポポ、フキ、タケノコ、

メジロが食べ残した半分かわいた小さなミカンなど、山道の

野の草などを食べ飢えを凌ぎました。採ってきて灰汁抜きせ

ず食べることから体調をいく度もこわしました。食糧配給日

には学校を休み、瀬名のいまのＪＡまでとりに来ていました。

戦争による貧困は生活を破壊し、とりわけ少年期の子供の

希望を奪いました。

旧制中学に入った私たちは、学制変更で高校併設の新制中

学に編入しました。ところが、同期に入った少なくない子ら

は高校へすすめず、「併設中学卒」となり、小学校、中学の

修学旅行の経験なし。中学・高校の同窓会名簿にも掲載され

ない学んだ友人たちと隔離されている状況が続いています。

また、教師が「私の部活の生徒はなぜ早死になのだ」と嘆

いたように、戦後食糧難のなかでスポーツに熱中した若者は、

食べ物不足で精神主義などのあらわれで早死にする傾向がみ

られます。

私の育った環境は、私の生き方を自然と身につけさせてく

れました。

先日65年ぶりに訪問した平山は、第２東名の高架橋が山あ

いの空を圧していました。さながら戦時中のＢ29の空襲を連

想させました。竜爪銘茶に影響はないのかと思いました。

９条を守り環境を守る。平和で豊かな暮らしができること

をねがいながら、戦争の芽を摘む勉強にもがんばるとの思い

をもちながら戻ってきました。
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戦争の傷は生涯

平山の一年は生き方を教えてくれた



2010年12月30日

未明、ノンちゃん

は旅立った。

飼い猫に比べる

と膝に乗せられる

こともなく、「か

わいそうな生涯だっ

たなぁー」と思うと、この日は一日泣いて過ごした。

よく食べる雄猫だった。「きたならしい猫だねぇー」とか言

われたが、人間の評価などわかるはずもなく、モノともせず、

食べることのみに執着していた。温かい冬だと思ったが、正月

近くなると寒さが身にしみてきた。ノンちゃんの小屋も段ボー

ルから発泡スチロールに替え、この下にビート板を２枚敷き、

座布団１枚と父が愛用していた純毛の腹巻きを敷いて、彼が入

れるだけの入口を作り、寒さに備えた。

だいぶ前から耳も遠くなっていたし、目やにもよくでたので、

よく顔をふいてやった。これが人間がしてくれる唯一のスキン

シップと思うのか、嫌がることもなく静かにしていた。本人も

二本足で立っては、自分のお腹をなめまわして身ぎれいにして

もいた。「あまり警戒心もないところを見ると、元は飼い猫だっ

たんじゃないの」と、猫好きな友人は彼の頭をよく撫でてくれ

ていた。こんな時、彼は幸せを感じたんだろうと思う。

最期の三日間は食欲も落ちてきたので、彼のベッドの下にホ

カロンを入れてやった。そのせいか、のびのびと、剥製にされ

る動物のような最期の姿だった。彼と心通わせた数年間に感謝

をし、庭に咲いていた野水仙で、彼の最期を飾った。市に連絡

すると、黄色いかわいい猫バス（犬・猫）がきて連れて行かれ

た。

「ノラちゃんがいなくなって寂しいねー」と、近所の奥さん

が声をかけてくれた。今も、庭に咲く野水仙を見ると「のら猫

のノンちゃん」を思い出す。
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のら猫
ノンちゃんのこと

大坪 美恵子
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メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
り
ま
す
。

憲
法
第
９
条
、

条
文
が
入
り
ま
す
。 静岡県内「九条の会」の

賛同団体名がはいります。

讀賣新聞
静岡県版

全面(１面
）

意見 広 告
(試 案 )

メッセージが入ります。
全面に、掲載者の

氏名が入ります。



11

“ありがとう”憲法９条

これからも戦争しない国に

憲法９条こそ戦争の抑止力です

掲載日は

４月30日(土)朝刊です。

「ぬまづ憲法９条の会」の呼びかけにより、静岡県内の

「九条の会」が協力して、讀賣新聞朝刊に意見広告を出すこ

とになりました。主催団体名は「意見広告掲載実行委員会」

です。募集目標は1700人、本会の目標は100人です。（３月10

日現在、県下で賛同している会は42団体）。

お申込は郵便振替用紙をご利用下さい。ま

たは、チラシの申込書にご記入の上、掲載金

をお近くの担当者にお支払い下さい。なお、

掲載者の氏名は実名に限ります。

現在、賛同者は25名です。すでに申込まれた方には、重複

のお知らせになりますこと、ご了承下さい。

皆さまの参加をお願いいたします。

あなたも意見広告に

ご参加ください

掲載文は以下の三つです。

掲 載 金

一口500円

銀行名 ゆうちょ銀行

口座番号 ００８１０－３－８８５０４

口座名称 竜爪山九条の会
リ ュ ウ ソ ウ ザ ン キ ュ ウ ジ ョ ウノカイ
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もっと九条の会の輪を

広げて、各地域で小さな

話し合いや学習会を持て

たらよいと思います。

過日、藤枝で『コスタリカ 軍

隊をすてた国』の映画と足立力也

さんでしたか、コスタリカから帰

国した翌日というのに講演をして

下さいました。司会は高校生。会

場の大半といいたいほどの若者、

高校生・中学生の姿もありました。

抑止力をどうすると現実問題を突

き付けられると動揺する昨今、視

点を変え、子どもたち若者たちを

まきこめるような企画が出来ると

とてもよいと思いました。映画の

中で六人の男の国（？）でしたか、

絵本の内容もわかり易く訴えるも

のが多かったようです。映像は効

果的でした。

もっともっと、会員を

増やしたいですね。平和

への想いを真剣に考えた

いです。会員が興味を持

てることを探したいと思

います。

竜爪山九条の会は何を

しているのかな。もっと

アピールしたらどうか。

年１回の講演では物足り

ない。何よりも会員を増

やすこと。意見広告をもっ

と増やしたい。

会へ
の

要望

ときには映画など

はどうでしょうか。

編

集

後

記

竜
爪
山
九
条
の
会
は
、

４
歳
に
な
り
ま
し
た
。

講
演
会
の
垂
れ
幕
を
書

い
て
く
だ
さ
る
小
林
さ

ん
の
力
強
い
筆
文
字
と

村
瀬
さ
ん
の
お
庭
の
ミ

モ
ザ
が
会
場
を
盛
り
立

て
て
く
れ
ま
し
た
。

八
幡
か
ら
お
越
し
い

た
だ
い
た
長
田
さ
ん
の

疎
開
体
験
談
は
貴
重
な

お
話
で
し
た
。
北
野
さ

ん
の
講
演
、
本
邦
初
公

開
も
あ
り
ま
し
た
。
続

編
を
ご
期
待
下
さ
い
。

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

三
周
年
の
講
演(

水
野

茂
さ
ん)

全
内
容
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
。
何
気
な
い
出
来

事
な
ど
、
お
気
軽
に
投

稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

―
寺
井

講演
会の
アン
ケー
トよ

り

小さな部屋での学習などの積み重

ねを主として、ホールは1年に1回位

で、講師も「時事的」な話が出来る

人などを考えたらと思います。


